
65μm

90μm

140μm

160μm

「あかり」遠赤外線全天マップ

2015年3月20日 天文学会「あかり」データ説明会

土井靖生(東大総文)



  

“スーパーIRAS”としての「あかり」
①空間分解能の向上

1分角~1.5分角の空間分解能を達成

②検出感度の向上

③観測波長範囲の拡大

>100μm への伸展による、遠赤外線輻射のレイリー・
ジーンズ波長域の観測

IRAS
AKARI

AKARI 90umIRAS 100um

13:30~＠C会場 Q20a (土井他) – よろしければこちらもぜひ。
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宇宙研在籍中に関わった方々
小麥真也、 池田紀夫、 加藤大輔

「あかり」遠赤外線全天マップは
以下の方々の尽力によりお送りしております。

共同研究大歓迎です。データの使い方教えます。:-)

mailto:doi@ea.c.u-tokyo.ac.jp


  

データ取得方法
● クイックルック：
Aladin(http://aladin.u-strasbg.fr/)が便利です。

● プロジェクトデータページ：
http://www.ir.isas.jaxa.jp/AKARI/Observation/
http://www.ir.isas.jaxa.jp/AKARI/Archive/Images/FIS_AllSkyMap/

6°×6°画像タイル(黄道座標系、5°グリッド)での提供
ファイルサーチ＆ダウンロード、supplementary info.

● 宇宙研データアーカイブ(DARTS)
https://darts.isas.jaxa.jp/astro/akari/

● 天文台VO(http://jvo.nao.ac.jp/portal/top-page.do)
http://jvo.nao.ac.jp/portal/jvosky.do
http://jvo.nao.ac.jp/portal/search2.do



  

ここです。



  

データ取得ページ

関連する情報はこちら

データ取得ページ(外部)



  

6°×6°画像タイル
(黄道座標系、5°グリッド)

でのデータ提供



  

● 全天の99%以上の領域をカバー
● 黄道座標の南北方向にスキャン
● 領域毎に観測回数の非一様性あり
● データクオリティの観測回数依存性

データの特徴



COBE/DIRBEを参照した絶対値較正
不定性<10%: 10[MJy/sr] (65μm)

  3[MJy/sr] (90μm)
25[MJy/sr] (140μm)
26[MJy/sr] (160μm)

点線は±3[MJy/sr]

65μm 90μm

140μm 160μm



相対誤差
分散値の観測回数依存性

10

観測回数 1 2 3 4 5

65μm 6.0 5.7 5.3 4.8 4.4

90μm 1.3 1.2 1.1 1.0 0.9

140μm 4.7 3.4 3.0 2.3 1.9

160μm 10.2 10.8 8.6 5.8 4.0
[MJy/sr]

mode values of sigma for each data set



  

個々の画像ピクセルの統計情報

スキャン数

サンプル数 σ

強度

90μmの例



PSF

 In-scan 方向(=黄緯方向)にやや伸びた形状

 データ取得ページにPSFのFITSファイルがあります。

– http://www.ir.isas.jaxa.jp/AKARI/Archive/Images/FISMAP/

FWHM
63”(65μm), 78”(90μm), 
88”(140μm, 160μm＊)
＊:160μmバンドは140μmバンドと

同等と考えられる。



位置精度

位置誤差はビームプロファイル内
(AKARI点源カタログとのクロスマッチによる)

65μm 90μm 140μm 160μm

通常領域

65μm 90μm 140μm 160μm

高輝度領域 (>210[MJy/sr])点線：ビームプロファイル(FWHM)



点源フラックス変換係数

calの詳細はTakita+(2015) PASJ, 
accepted を参照して下さい。

開口測光値/点源フラックス：
● 0.627±0.029 (65μm)
● 0.696±0.008 (90μm)

● 0.381±0.043 (140μm)

開口測光条件：
Aperture r=90”

Background r=120-300”

「あかり」は>2'の
空間情報を正しく再現



  

黄道光ダストバンド成分
公開画像 残存成分プロファイル例

175°<λ<185°-5°<λ<+5°

90μm 140μm

残存成分差し引きエラー
<1[MJy/sr]

詳細はポスターL14b(大坪他)
(投稿論文準備中)



  

北黄極付近の超過成分(地球照)

ピーク値：2.2(65μm), 1.5(90μm),
0.13(140μm), 0.05(160μm) [MJy/sr] 

90μm



  

移動天体(小惑星他)
天体マスク処理は行っていない。

主な天体の位置をリスト(Doi+ 2015, PASJ accepted)

その他データ全般についても Doi+ (2015) を参照下さい。



  

是非データをご活用下さい。

データ公開ページ
http://www.ir.isas.jaxa.jp/AKARI/Archive/Images/FIS_AllSkyMap/

Aladin(http://aladin.u-strasbg.fr/)でもデータが見られます

http://www.ir.isas.jaxa.jp/AKARI/Archive/Images/FIS_AllSkyMap/

	ページ 1
	ページ 2
	ページ 3
	ページ 4
	ページ 5
	ページ 6
	ページ 7
	ページ 8
	ページ 9
	ページ 10
	ページ 11
	ページ 12
	ページ 13
	ページ 14
	ページ 15
	ページ 16
	ページ 17
	ページ 18

